
 

目指す児童像の育成に向けて 
今年度の重点目標 （短期的目標） 

 

【よく聴き、よく考え、進んで学ぶ子】 

授業を中心として 

「学ぶ喜び」を → （授業力向上） 
○きちんと聴くことができる → （理解力に）・・（100％） 
○自分の考えをもてる → （自力解決力に） 
・課題・問題を把握できる 
・解決の見通しが立てられる  家庭学習の定着 

○自分の言葉で表現できる→（学び合い 考えをつなぐ 高め合う） 
・磨き合えるグループ学習の育成 
・高め合える話し合いの充実 

○できた喜び・わかった喜びを実感できる場（機会）を多くすること 
 で「学ぶことは楽しいこと」と感じることができる →（振り返り） 

【進んで事にあたる子】 
他のために 

「働くことの喜び」を 
○黙々と清掃や仕事に取り組むことができる 
○いろいろな活動において「つらくてもしんぼうする強い心」を
もつことができる 

○他の人のために，学級のために，学校のために「役に立ってい
る喜び」を実感することにより「進んで働くこと」を身につけ
ることができる 

○キャリア教育の視点で自己の生き方について考え，自己実現を
図ろうとする態度の育成 

○進んで身体を動かし，体育の充実と体力の向上 

【協力し合い，高め合える子】 

友だちとの関わりの中で 

      「やさしい心」を 
〇友達の気持ちを感じることができる 
〇友達を思いやることができる 
〇友達と協力し合うことができる 
〇一人一人のよさを認め合う学級集団づくり 
○道徳の時間を要とした心の教育の充実  
 ・道徳教育の全体計画と道徳科の年間指導計画・別葉の改善 
 ・「考え，議論する道徳」への質的転換 
○特別活動の充実による望ましい集団活動の活性化 
○いじめ防止と不登校の解消に向けた取組・実効的に機能する体制づくり 

学 校 教 育 目 標 

進んで学び、心豊かで、たくましく生きる児童の育成 （長期的目標） 

茨城県の教育目標 

○ひとりひとりの能力を開発し 豊かな
人間性をつちかう 

○じょうぶな身体をつくり たくましい
心を養う 

○郷土を愛し 協力し合う心を育てる 

○元気なあいさつ 

(95％) 

 

○よく聴き，考える  

        （95％） 

○進んで清掃 

―黙って清掃―（90％） 

目指す教師像 

・子どもに達成感と感動を伝える教師 
・授業力向上に努め、創意工夫する教師 

・誠実で、協力し合える教師 

目指す学校像「一人一人が自分の力を発揮する活力ある学校」 

目指す児童像 (中期的目標） 

つくばみらい市学校教育目標 

○個性と創造に富み、確かな学力を身につけた 
みらいの子を育てる 

○郷土を愛し、人間性豊かな みらいの子を育
てる 

○心身ともに健康で、たくましく生きる みら
いの子を育てる 

組織目標 
〇探究心をもち、主体的に考え、行動する児童 

〇人の気持ちが理解できる児童の育成 

校内研修のテーマ 
「学習の基礎となる言語能力を高める国語科学習指導の在り方」 
○ 児童の学習上の課題を解決するため、学習の基盤となる言語
能力を育成する国語科学習指導の在り方について追求する。 

 

 

つくばみらい市 ～目指す児童生徒像～ 

○学びの連続性の中で、 

自ら進んで学習に取り組む児童生徒  

○心豊かに個性を発揮できる児童生徒 

校章 

 

今年度の授業改善の重点 

国語：伝えたい内容を整理し、根拠をもって正しく書く力を育てる 

    → 「書くことの学習過程モデル」を踏まえた授業づくりを行う 

算数：算数的用語を適切に活用して、自分の考えを表現させることで数学的な考え方と表現力を育てる 

    → 自分の思考の足跡となるノート指導の充実を図る 

社会：資料をもとに、社会的事象から課題を見出し、主体的に追究したり解決したりする力を育てる 

    → 「なぜ」を大切にした発問により、児童の考える意欲の向上と、充実した資料の活用から多

角的に思考できる力の定着を図る 

理科：身の回りの事象に対して、仮説を立て、主体的に検証する科学的思考力を育てる 

→ 見通しをもって観察・実験に取り組めるワークシートやノートの構築を図る 

「多様な施設を生かした教育活動」 

＊言語活動・集会活動などによる「表現力」育成、観察・実験の充実のために（各教室の ICT環境・ワークスペース・集会スペース・多目的スペース・デッキテラス・図書室・パソコン室の有効活用） 

＊身体表現・学校体育の充実のために （スポーツひろば みらいひろば 地域交流室（体育館内））  

 
「開かれた学校づくり」 
 

○家庭・地域との連携による子どもを中心とした教育活動 
○谷和原中学区の中学校･小学校との学びの連続性･一貫性
を意識した連携 

 ○スタートカリキュラム･アプローチカリキュラム等を通
じた保幼小の連携 

― 感動あふれる学校に ― 

「自立と社会参加に向けた 

特別支援教育の充実」 
〇一人一人の教育的ニーズに応じた支援・指導 
〇個別の指導計画に基づいた支援体制の充実 
〇ユニバーサルデザインの考え方を取り入れ
た指導の実践 

児童会テーマ「あいさつで輝く笑顔をつなげよう」 

○問題解決的な力の育成 
○配慮を要する児童の支援 

働き方改革の取組（教材研究できる時間の確保） 

・学校・学年行事等の精査（スクラップ） 

・地域人材の確保と積極的な活用 
・役割分担の組織化と内容の精選 

つくばみらい市立富士見ヶ丘小学校 グランドデザイン 


